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しべつ

議会だより

秋天一碧（しゅうてんいっぺき）の下、子ども達も楽しそう!!「いっぱいとれたヨ～」

行政報告・補正予算
同意案件・意見書………… ２〜３
町政のそこが聞きたい………… ４
一　般　質　問…………… ５〜６
常任委員会の動き……………… ７

９ 月 定 例 会

第180号
令和3年11月１日

じゃがいも祭り
in かわきた2021 令和３年10月９日㈯

於：川北マルワ農園

　秋晴れの中、土に塗れて無農薬栽培のじゃが芋（花標津・
さやあかね）を収穫。
　『実りの秋』本番を堪能しました。【来場者：108名】
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山口将悟町長の行政報告

基
幹
産
業
の
状
況

基幹産業の状況について基幹産業の状況について

単
価
は
上
昇
し
夏
操
業
終

了
時
の
平
均
単
価
は
、
昨

年
よ
り
２
割
以
上
高
い
２

１
５
円
で
あ
る
。

　
単
価
向
上
の
た
め
水
揚

額
は
前
年
同
期
よ
り
24
％

増
加
し
14
億
円
を
超
え
て

お
り
、
す
で
に
年
間
計
画

を
達
成
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
係

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
か
ら
始
ま
り
、

９
月
９
日
を
も
っ
て
対
象

者
の
一
巡
を
終
え
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

65
歳
以
上
の
接
種
率

は
92
．
７
％
全
体
で
86
．

４
％
で
あ
っ
た
。

　
ま
だ
接
種
を
受
け
て
い

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
希

望
者
を
対
象
に
１
回
目
の

接
種
を
実
施
し
て
お
り
、

２
回
目
は
10
月
６
日
、
７

日
の
２
日
間
で
実
施
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
ワ

ク
チ
ン
供
給
量
の
状
況
を

ろ
で
あ
る
。

　
今
後
令
和
３
年
産
自
給

粗
飼
料
の
給
与
が
本
格
的

に
開
始
さ
れ
る
が
、
昨
年

に
比
べ
品
質
の
高
い
自
給

飼
料
が
収
穫
さ
れ
た
た
め
、

生
乳
生
産
に
つ
い
て
は
今

後
の
伸
び
に
期
待
が
も
て

る
状
況
に
あ
る
と
考
え
て

い
る
。漁

　
業

　
秋
鮭
漁
に
つ
い
て
は
、

９
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で

網
入
の
自
主
規
制
が
行
わ

れ
た
た
め
９
月
６
日
か
ら

の
網
入
れ
と
な
り
、
９
月

９
日
が
初
水
揚
げ
と
な
っ

た
。

　
９
月
15
日
ま
で
の
水
揚

げ
量
（
小
定
置
含
む
）
は
、

２
９
１
ト
ン
（
昨
年
２
０

３
ト
ン
）
と
昨
年
よ
り

40
％
以
上
の
増
で
あ
る
。

　
水
揚
げ
が
始
ま
っ
て
か

ら
１
週
間
ほ
ど
で
あ
り
漁

模
様
に
つ
い
て
言
及
で
き

る
時
期
で
は
な
い
が
、
今

年
の
根
室
北
部
海
域
は
極

度
の
不
漁
で
あ
っ
た
前
年

を
さ
ら
に
５
％
近
く
下
回

る
、
極
め
て
厳
し
い
来
遊

予
測
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
平
均
単
価
に
つ
い
て
は

昨
年
同
時
期
よ
り
２
割
以

上
高
い
１
㎏
当
た
り
８
８

７
円
（
昨
年
７
２
５
円
）

で
あ
る
。

　
９
月
14
日
の
標
津
沖
の

表
層
水
温
は
16
．
８
度
で

あ
り
、
昨
年
同
日
の
水
温

（
昨
年
は
18
．
３
度
）
よ

り
１
．
５
度
低
い
状
況
で

あ
る
。

　
ホ
タ
テ
漁
に
つ
い
て
は
、

８
月
27
日
に
夏
の
操
業
を

終
え
、
漁
獲
量
は
６
６
１

７
ト
ン
（
昨
年
は
７
０
３

８
ト
ン
）
で
あ
っ
た
。

　
単
価
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
下
落
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も

の
の
春
先
ま
で
１
０
０
円

台
後
半
と
昨
年
よ
り
も
高

値
で
推
移
し
、
そ
の
後
も

酪
農
業

 

　

今
年
は
、
４
月
か
ら

６
月
の
天
候
が
日
照
・

気
温
・
降
水
量
と
も
平
年

並
に
経
過
し
、
牧
草
の
生

育
は
総
じ
て
平
年
並
み
と

な
っ
た
。

　
こ
の
収
穫
に
つ
い
て
は
、

６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬

に
入
り
好
天
が
続
き
円
滑

な
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
た

た
め
昨
年
に
比
べ
品
質
の

高
い
自
給
粗
飼
料
が
確
保

さ
れ
て
お
り
、
２
番
牧
草

に
つ
い
て
は
そ
の
生
育
に

遅
れ
が
生
じ
た
が
、
そ
の

後
の
天
候
の
回
復
に
よ
り

収
穫
作
業
が
平
年
よ
り
若

干
早
く
始
ま
っ
た
。

　
生
乳
生
産
に
つ
い
て
は
、

４
月
か
ら
８
月
末
現
在
で

対
前
年
比
１
０
４
％
、
累

計
で
４
万
６
９
７
８
ト
ン

（
前
年
比
較
＋
１
９
７
８

ト
ン
）
と
な
っ
て
お
り
堅

調
に
推
移
し
て
い
る
と
こ
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
令
和
２
年
度
の
決
算
を
、
議

長
と
町
議
会
選
出
の
監
査
委
員

を
除
く
８
名
で
構
成
さ
れ
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し

ま
し
た
。

　
期
限　
令
和
３
年
11
月
30
日

委
員
長

吉
田
　
智
議
員

副
委
員
長

山
崎
英
司
議
員

一般会計の補正予算
主なもの （単位：千円）

項　　目 金 額 内　　　　　容

デジタル化・
行政事務等電
子化事業

10,312
文書管理・電子決裁システム導入経
費、文書管理コンサルティング説明
会開催経費

標津町起業等
支援事業

4,390 起業等支援事業への追加

住民健診シス
テム導入事業

6,963
住民のがん検診等の情報とマイナン
バーとの連携に向けた住民健診シス
テムの導入費用

アイヌ施策推
進事業（サー
モン科学館）

85,492

サーモン科学館２階展示室を活用
し、「鮭の聖地」プロモーション展
示室としてリニューアルするための
改修工事

サーモンパー
ク施設整備事
業

3,894
サーモンパーク屋外トイレ屋根外壁
改修意見書

○�国土強靭化に資する道路
の整備等に関する意見書
提 出 者

南　　憲治 議員

○�コロナ禍による厳しい財
政状況に対処し地方税財
源の充実を求める意見書
提 出 者

南　　憲治 議員

見
な
が
ら
、
接
種
を
受
け

ら
れ
て
い
な
い
方
を
対
象

に
再
度
案
内
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
標
津
認
定

こ
ど
も
園
の
集
団
感
染
の

発
生
に
関
し
て
は
、
９
月

３
日
に
園
児
２
名
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
た
後
、
５

日
に
職
員
１
名
、
９
日
に

園
児
２
名
の
合
わ
せ
て
５

名
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
。

　
な
お
、
中
標
津
保
健
所

の
調
査
で
接
触
者
と
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
検
査
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
園
児
、

職
員
に
つ
い
て
も
、
保
護

者
や
職
員
の
不
安
を
取
り

除
く
た
め
に
町
独
自
で
検

査
を
実
施
し
、
全
員
の
陰

性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
９
月
13
日
か
ら

陰
性
が
確
認
さ
れ
た
園
児

を
対
象
と
し
て
、
一
部
登

園
の
自
粛
や
保
育
時
間
を

短
縮
し
て
登
園
を
再
開
し

て
い
る
。

同意案件
標津町監査委員
佐

さ

竹
たけ

　和
かず

己
み

 氏
標津町南１条西４丁目２番３号
〈任期〉
令和３年９月26日

～令和７年９月25日

標津町固定資産評価員
星
ほし

　　京
きょう

子
こ

 氏
標津町南５条西１丁目３番３－103号
〈任期〉
選任の日

～令和７年７月14日

標津町教育委員会委員
畠
はたけ

山
やま

　賢
けん

潤
じゅん

 氏
標津町南４条西１丁目１番11号
〈任期〉
令和３年10月11日

～令和７年10月10日
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町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、行政全般にわたり
町執行機関の政策・方針を質す事です。
　単に疑問を晴らし、事実関係を明らかにするだけでなく、現行の政策を、見直
し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

小　川　悠　治　議員 5ページ
　●　高齢者が標津町に住み続けることが出来る
　　　　　　　　　　　　　　移動手段〔足〕の確保を！

吉　田　　　智　議員 6ページ
　●　❶【持続可能な農業】に帰結する
　　　　　　　　『国営かんがい排水事業（一般型）』の現況は？
　　　❷【持続可能な観光】の推進組織『南知床標津町観光協会』の
　　　　　　　　運営基盤強化の為に…
　　　❸「新たな水道水源の調査と確保」
　　　　　　　　『第２の水瓶』の候補地は？
　　　❹「プラスチック資源循環促進法」明年４月施行
　　　　　　　　『ごみ分別方法』を見直し町民負担の軽減化を！

令和３年第３回定例会（９月16日）で２議員が一般質問をしました。
両議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

質問中の小川議員

質問中の吉田議員

参考１ 「町政執行方針」の重点施策と一般質問の関連

★「町政執行方針」の重点施策の具体的施策に関して質す！

１．力強い産業づくり
　　【農業】…吉田議員の質問❶
　　【観光】…吉田議員の質問❷
２．町民が安心して暮らせるまちづくり
　　【高齢者･障がい者支援】…小川議員の質問
　　【一箇所の水源に頼らない新たな水源の調査と確保】…吉田議員の質問❸
　　【環境】…吉田議員の質問❹
３．町民の皆様と手を携えたまちづくり
４．行政を推進する組織と職員力の強化

〜町民の皆様の笑顔が輝く町づくり〜
『協働・協心・協和』

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　両議員は、７月29日開会の令和３年第５回標津町議会臨時会に於いて、
山口町長が表明した町政執行方針の重点施策【４つの政策（やくそく）】の
具体的な政策に関して質しました。〔両議員は、町長の当選を祝すと共に（や
くそく）の実行を促しました。〕

ウラップ川水源

デマンド無料バス（市街循環線）
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参考２

【高齢者の移動及び買い物支援の事例集】を添付し、提出

問　
町
長
は
、
第
５
回
臨

時
会
に
お
い
て
、
町
政
執

行
方
針
を
表
明
し
、
重
点

施
策
と
し
て
４
項
目
を
掲

げ
た
。〔
４
頁
参
考
１
参
照
〕

　
い
ず
れ
も
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
２
～
４
は
特
に

関
連
が
あ
る
。
そ
の
中
か

ら
、
移
動
手
段
を
持
た
な

い
高
齢
者
へ
の
移
動
支
援

事
業
・
新
た
な
地
域
交
通

体
系
に
関
し
て
質
す
。

　
令
和
２
年
９
月
定
例
会

に
お
い
て
、『
高
齢
者
の

高
齢
者
が
標
津
町
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
出
来
る

移
動
手
段〔
足
〕の
確
保
を
！

小川　悠治 議員

運
転
免
許
返
納
対
策
を
含

む
高
齢
者
の
交
通
対
策
』

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
当

時
の
副
町
長
で
あ
っ
た
町

長
は
、「
地
域
公
共
交
通

連
絡
会
議
」
と
「
標
津
町

地
域
福
祉
計
画
」
に
て
検

討
す
る
と
答
弁
し
、
連
絡

会
議
は
即
10
月
１
日
に
立

ち
上
げ
ら
れ
、
第
２
期
福

祉
計
画
は
本
年
３
月
に
示

さ
れ
た
。
そ
の
中
の
重
点

事
業
で
「
高
齢
者
や
障
が

い
者
が
快
適
な
暮
ら
し
が

出
来
る
移
動
手
段
…
」
と

あ
る
が
、
現
状
の
問
題
と

し
て
、
高
齢
者
が
標
津
町

に
住
み
続
け
る
こ
と
が
出

来
る
移
動
手
段
（
足
）
の

確
保
を
、
最
優
先
に
し
て

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

　
令
和
２
年
９
月
定
例
会

の
質
問
を
機
に
、
前
期
の

文
教
福
祉
建
設
常
任
委
員

会
（
吉
田
智
委
員
長
）
は
、

高
齢
者
へ
の
新
た
な
移
動

支
援
策
に
つ
い
て
取
り
上

げ
、
４
回
に
亘
り
協
議
を

重
ね
、
本
年
３
月
に
提
言

書
（
参
考
２
参
照
）
を
標

津
町
地
域
公
共
交
通
連
絡

会
議
に
提
出
し
た
。

　
今
後
と
も
増
え
続
け
る

高
齢
者
の
移
動
手
段
確
保

が
、
高
齢
者
が
標
津
町
に

住
み
続
け
る
こ
と
が
出
来

る
か
否
か
の
喫
緊
の
課
題
。

　
こ
の
課
題
に
対
す
る
取

り
組
み
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。

答　
既
存
支
援
事
業
の

①
デ
マ
ン
ド
（
予
約
制
）

　
無
料
バ
ス
・ハ
イ
ヤ
ー

②�

高
齢
者
無
料
バ
ス
乗
車

券
③
高
齢
者
等
通
院
ハ
イ

ヤ
ー
助
成
券

３
事
業
は
、
利
用
対
象
者

が
増
加
し
て
い
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
利
用
者
が
減
少

し
て
い
る
。
広
報
誌
等
で

周
知
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

認
知
度
が
低
い
。
又
、
第

２
期
福
祉
計
画
策
定
の
際

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

最
も
要
望
が
多
か
っ
た
の

が
、
日
常
的
な
外
出
支
援

で
あ
り
、
無
料
バ
ス
等
の

運
行
時
間
等
に
課
題
が
あ

る
。
現
行
の
ル
ー
ト
・
運

行
時
間
を
見
直
し
、
買
物

等
に
利
用
で
き
る
制
度
に

な
る
様
、
来
春
実
施
を
視

野
に
入
れ
検
討
す
る
。

　
公
共
交
通
空
白
地
帯
に

お
い
て
は
、
提
言
書
の
通

り
、
町
民
の
力
を
活
用
し

た
体
制
づ
く
り
が
重
要
。

　

町
・
交
通
事
業
者
・
道

路
管
理
者
・
福
祉
関
係
者

で
構
成
さ
れ
る
協
議
会
設

立
に
向
け
た
事
前
説
明
の

段
階
に
あ
る
。
来
年
度
中

に
は
設
立
予
定
で
あ
る
。

①�既存の民間事業者と連携した利便性向上へ向けた乗合タクシー事業の創
設等、それに係る町からの助成の検討。〔主に標津市街を対象〕
②�『公共交通空白地有償運送』に基づき、ボランティアドライバーを組
織・制度化し、利活用を検討。　　　　〔主に郡部を対象〕
以上２点を「標津町地域公共交通連絡会議」宛に提言致します。

【政策提言】〜高齢者等の足（移動手段）の確保について〜
標津町議会文教福祉建設常任委員会

★

★
「
町
政
執
行
方
針
」
の
重
点
施
策
の
具
体
的
施
策
に
関
し
て
質
す
！
●○Ⅰ

CAR

TAX
I

BUS
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日本遺産『鮭の聖地の物語～根室海峡一万年の道程～』の
起点：「ポー川」【原始河川ポー川カヌー体験の模様】

●❶
国
営
か
ん
が
い
排
水
事

業
の
推
進
を
明
言
さ
れ
て

い
る
が
、
平
成
27
年
第
３

回
定
例
会
に
お
い
て
、
金

澤
町
長
に
対
し
、

～
酪
農
を
楽
農
に
す
る
為

に
～
国
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
の
導
入
を
…

と
質
し
た
が
、
そ
の
後
の

【
持
続
可
能
な
農
業
】
に

帰
結
す
る
本
事
業
の
取
り

組
み
の
現
況
を
質
す
。

●❷
本
年
７
月
21
日
、
観
光

関
連
３
団
体
が
統
合
・

一
本
化
さ
れ
、「
南
知
床

標
津
観
光
協
会
」
が
発
足
。

【
持
続
可
能
な
観
光
】
の

推
進
組
織
と
な
り
、
日
本

遺
産
に
登
録
さ
れ
た

「
鮭
の
聖
地
の
物
語
」

～
根
室
海
峡
一
万
年
の
道

程
～　
を
活
用
し
た
体
験

観
光
を
軸
に
事
業
展
開
を

推
進
す
る
事
と
な
っ
た
。

問　
山
口
町
長
の
町
政
執

行
方
針
の
重
点
施
策
の
具

体
的
施
策
４
項
目
に
関
し

て
、
町
長
の
所
見
を
質
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
協
会

の
運
営
基
盤
は
、
脆
弱
で

あ
る
。
基
盤
強
化
の
為
に
、

○◦
観
光
協
会
の
事
務
所
を

国
道
２
４
４
号
線
沿
い
に

移
転
・
設
置
（
空
家
・
空

地
を
活
用
）

○◦
観
光
協
会
の
法
人
化
、

若
し
く
は
民
間
非
営
利
団

体
化
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
・
一
般
社

団
法
人
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）

○◦
前
述
２
項
目
が
実
現
し

た
際
に
、
事
務
所
の
設

備
投
資
・
家
賃
等
を
賄
い
、

従
前
通
り
の
助
成
金
給
付

　
の
３
点
を
提
言
す
る
。

答　
４
項
目
に
関
し
て
、

一
括
で
答
弁
す
る
。

●❶
現
在
、
釧
路
開
発
建
設

部
と
事
業
採
択
に
向
け
て

町
・
Ｊ
Ａ
・
農
業
者
と
の

間
で
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

９
月
中
に
、
Ｊ
Ａ
が
整
備

構
想
に
対
す
る
意
志
確
認

を
行
な
い
、
地
元
合
意
を

図
る
。
意
志
統
一
さ
れ
る

と
、
地
域
整
備
方
向
調
査

・
地
区
調
査
・
実
施
設
計

吉田　　智 議員

★「町政執行方針」の重点施策の具体的施策に関して質す！●○Ⅱ
①【持続可能な農業】に帰結する
　　　『国営かんがい排水事業（一般型）』の現況は？
②【持続可能な観光】の推進組織『南知床標津町観光協会』の
　　　運営基盤強化の為に…
③「新たな水道水源の調査と確保」
　　　『第２の水瓶』の候補地は？
④「プラスチック資源循環促進法」明年４月施行
　　　『ごみ分別方法』を見直し町民負担の軽減化を！

標
津
町
の
水
瓶

ウ
ラ
ッ
プ
川
水
源

●❸
町
内
の
簡
易
水
道
の
99

％
を
賄ま
か
なう
ウ
ラ
ッ
プ
川
水

源
の
他
に
第
２
の
水
瓶
と

な
る
水
道
水
源
の
調
査
と

確
保
を
明
言
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
候
補
地
を
質
す
。

●❹
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
促
進
法
」
が
明
年
４

月
に
施
行
さ
れ
る
見
込
み
。

ご
み
の
分
別
排
出
方
法
の

更
な
る
煩
雑
化
が
懸
念
さ

れ
る
。
こ
の
際
、
当
町
の

ご
み
分
別
方
法
の
見
直
し

を
行
な
い
、
町
民
負
担
の

軽
減
化
を
図
る
事
を
提
言

す
る
。
所
見
を
質
す
。

〔４頁参考１参照〕

を
経
て
、
最
短
で
令
和
９

年
度
に
事
業
調
査
の
運
び
。

　
今
後
共
、
Ｊ
Ａ
・
農
業

者
と
充
分
に
協
議
し
、
関

係
者
の
納
得
の
基
、
事
業

採
択
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

●❷
観
光
協
会
の
活
動
拠
点

を
国
道
沿
い
に
移
す
事
は

有
益
で
あ
り
、
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル・ツ
ー
リ
ズ
ム（
持

続
可
能
な
観
光
）
実
現
に

は
、
組
織
の
法
人
化
は
必

要
不
可
欠
。「
稼
げ
る
観

光
」
を
推
進
す
る
為
に
、

協
会
と
協
議
し
な
が
ら
、

可
能
な
限
り
支
援
を
す
る
。

●❸
土
砂
災
害
等
を
想
定
す

る
と
対
策
は
急
務
。
茶
志

骨
浄
水
場
、
古
多
糠
配
水

池
付
近
の
調
査
を
想
定
し

て
い
る
。

●❹
町
民
の
皆
様
の
理
解
の

得
ら
れ
る
分
別
方
法
と
負

担
に
関
し
て
検
討
し
て
行

く
。

　
有
効
な
方
法
を
総
括
的

に
検
討
し
、
然し
か
る
べ
く
時

期
に
具
体
案
を
提
案
す
る
。
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住民生活課【和田危機管理室長】より
説明を受ける委員会メンバー

「雪氷熱利用備蓄実験施設」の外観
（中古の冷凍保冷用コンテナを活用）

秋
サ
ケ
来
遊
予
測
と

不
漁
対
策
方
針

　
大
塚
水
産
課
長
よ
り
、

最
近
10
年
間
の
全
道
各
地

区
の
秋
サ
ケ
来
遊
予
測
値

と
実
績
値
が
提
示
さ
れ

た
。
根
室
海
区
北
部
地
区

は
、
過
去
10
年
間
全
て
の

年
で
予
測
値
よ
り
実
績
値

が
下
回
っ
て
い
る
。
本
年

度
の
当
地
区
の
来
遊
予
測

値
は
、
前
年
比
95
．
５
％

で
あ
り
、
極
め
て
厳
し
い

予
測
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
は
不
漁
対
策
方
針
と

し
て

○�

親
魚
の
確
保
に
関
す
る

支
援
を
優
先
す
る

○�

資
源
増
産
に
向
け
管
内

の
連
携
を
図
る

○�

漁
家
経
営
改
善
へ
の
取

組
等
、
前
向
き
な
取
組

を
支
援
す
る

等
を
挙
げ
て
い
る
。

●ま
ち
の
駅

『
サ
ー
モ
ン
プ
ラ
ザ
』の

建
設
工
事
進
捗
状
況　

　
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
に
よ
り
、
２
週
間
の
遅

れ
が
出
た
が
、
11
月
末
、

建
物
竣
工
予
定
。
外
構
及

び
公
衆
ト
イ
レ
改
修
工
事

に
関
し
て
も
、
11
月
下
旬

完
成
予
定
で
あ
る
と
の
報

告
を
、
水
口
商
工
観
光
課

長
よ
り
受
け
た
。

　
平
成
31
年
か
ら
実
験
調

査
を
開
始
し
て
い
た
「
雪

氷
熱
利
用
備
蓄
実
験
施

設
」
の
７
月
時
点
で
の
現

状
に
つ
い
て
住
民
生
活
課

か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　
今
年
は
、
１
月
に
水
の

凍
結
が
完
了
し
鮭
飯
寿
司

２
樽
を
貯
蔵
し
て
様
子
を

見
て
い
る
、
と
の
こ
と
。

　
十
勝
な
ど
で
農
産
物
の

保
存
に
関
し
て
は
研
究
が

進
ん
で
い
る
が
、
水
産
物

の
保
存
に
関
し
て
も
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
極
め

て
低
い
保
存
方
法
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
実
験
成

果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

総
務

経
済
第
７
回（
８
月
27
日
㈮
）

総
務
経
済
常
任
委
員
会

第
６
回（
７
月
16
日
㈮
）

文
教
福
祉
建
設
常
任
委
員
会

町内行政視察研修等
常任委員会の動き常任委員会の動き

文
教
福
祉
建
設

文教福祉建設常任委員会 総務経済常任委員会

雪
氷
熱
を
利
用
し

低
コ
ス
ト
で
の
食
品
保
存
を

実
験
調
査
中
！

雪
氷
熱
利
用
備
蓄

実
験
施
設
を
視
察

まちの駅『サーモンプラザ』の完成予想図



編集室

議　長  田中　孝幸　　　　　　　　　委 員 長  大垣　　勇　　委　員  山崎　英司
副委員長  吉田　　智　　委　員  山﨑　陸郎

広報特別委員会

・標津町議会ホームページ…http://www.shibetsutown/gikai.html
・お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.jp

しべつ議会だより　8

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

緊
急
事
態
宣
言
が
９
月
30

日
で
全
面
解
除
さ
れ
ま
し

た
。

　
北
海
道
は
全
て
の
対
策

を
た
だ
ち
に
終
了
す
る
の

で
は
な
く
、
段
階
的
な
緩

和
の
観
点
か
ら
必
要
な
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要

と
の
事
。

　
標
津
町
で
も
公
共
施
設

の
運
用
が
出
来
る
事
に
な

り
、
手
洗
・
マ
ス
ク
・
三

密
を
避
け
な
が
ら
、
巣
籠

り
を
解
消
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
・
読
書
の
秋
・
実
り

の
秋
等
を
楽
し
ん
で
下
さ

い
。

　
あ
た
り
前
と
思
っ
て
い

た
日
常
が
、
こ
ん
な
に
有

難
い
事
を
知
り
ま
し
た
。

（
山
㟢　
陸
郎
）

　
こ
の
二
年
余
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
脅
威
の
中
、

感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら
不

便
・
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
賛
否
両
論
の
あ
る
中
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
世
界
中

よ
り
多
く
の
選
手
が
集
ま
り
ま

し
た
。
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
も

逆
境
を
乗
り
越
え
、
人
一
倍
努

力
を
重
ね
、
プ
レ
ー
し
て
ま
し

た
。
サ
ポ
ー
ト
の
ス
タ
ッ
フ
、

家
族
・
友
人
・
仲
間
…
。
多
く

の
助
け
を
必
要
と
し
、
一
体
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
し
た
。
そ

の
姿
に
私
達
も
感
動
し
、
ス

ク
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。
芝

生
の
上
を
歩
き
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
無
理
な
く
プ
レ
ー
で
き
る

の
が
魅
力
で
続
け
て
い
ま
す
。

技
術
的
に
は
未
熟
の
ま
ま
で
す

が
、
仲
間
に
支
え
ら
れ
楽
し
ん

で
ま
す
。

　
四
年
前
よ
り
「
さ
わ
や
か
ラ

ジ
オ
体
操
会
」
に
入
り
、
早
起

き
し
、
歩
い
て
10
分
程
の
会
場

へ
向
か
い
ま
す
。
道
す
が
ら
丹

精
こ
め
た
庭
の
花
々
を
眺
め
、

季
節
の
移
ろ
い
を
堪
能
。
歩
道

の
段
差
に
つ
ま
づ
か
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
て
。

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
、
勝
利
の

笑
顔
に
希
望
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
私
自
身
は
先
天
性
股
関
節
症

で
子
供
の
頃
の
体
育
の
授
業

は
見
学
の
時
も
あ
り
ま
し
た
。

二
十
年
前
に
不
自
由
な
両
脚
を

人
工
股
関
節
に
置
換
す
る
手
術

を
受
け
ま
し
た
。
多
少
の
運
動

制
限
は
あ
り
ま
す
が
「
ち
ゃ
ん

と
歩
け
る
」よ
う
に
な
り
、と
っ

て
も
嬉
し
い
!!

　
定
年
退
職
後
、
故
郷
に
隣
町

よ
り
移
り
住
み
、
標
津
町
民
と

な
り
ま
し
た
。

　
翌
年
よ
り
「
体
力
向
上
」
と

「
筋
力
維
持
」
を
目
的
に
パ
ー

　
う
す
氷
の
張
る
寒
い
朝
は
滑

ら
な
い
よ
う
に
要
注
意
!!
と
に

か
く
「
歩
け
る
」
こ
と
が
嬉
し

い
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
冬
は
難
儀

し
ま
す
。
吹
雪
の
後
は
朝
早
く

よ
り
、
お
隣
さ
ん
や
お
向
か
い

さ
ん
が
除
雪
を
手
伝
っ
て
下
さ

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
好
意
に

甘
え
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
も
支
え
て
く
れ
て
「
あ
り

が
と
う
!!
」

　
数
年
前
よ
り
身
体
障
が
い
者

の
相
談
員
を
し
て
い
ま
す
。
暮

ら
し
の
中
で
の
不
便
・
不
自
由

な
こ
と
、
何
で
も
改
善
し
て
欲

し
い
こ
と
な
ど
、
一
緒
に
考
え

て
解
決
に
向
け
、
関
係
機
関
へ

の
「
橋
渡
し
役
」
が
で
き
れ
ば

と
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
考
え
て

お
り
ま
す
。

「
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」

寄稿

村む
ら

　
山や

ま

　
静し

ず

　
枝え

共
生
―
共
に
楽
し
く
生
き
る

共
生
―
共
に
楽
し
く
生
き
る


